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オ ー セ ン テ イ シ テ ィ と 地 域 イ ベ ン ト 一 鹿 児 島 を 事 例 に
定 藤 博 子 ＊
1 は じ め に
平 成 3 0 年 度 よ り ， 鹿 児 島 国 際 大 学 附 置 地 域 総 合 研 究 所 で は 「 鹿 児 島 を 支 え る 経 済 ・ 福 祉 ・ 文 化 に 関 す る
研 究 」 と い う 総 合 テ ー マ の 下 ， 計 6 名 の 所 員 が 研 究 を 進 め て き た 。 そ の 中 で 筆 者 は 「 歴 史 か ら 考 え る 鹿 児
島 の マ ネ ジ メ ン ト 」 を 個 別 研 究 テ ー マ に 掲 げ ， 調 査 ・ 研 究 を 行 っ た 。
本 研 究 で は 特 に オ ー セ ン テ イ シ テ ィ の 獲 得 と 喪 失 に つ い て 鹿 児 島 の 地 域 イ ベ ン ト を 事 例 に 調 査 を 進 め
た 。 具 体 的 に は ， 霧 島 国 際 音 楽 祭 に つ い て は 文 献 研 究 を 中 心 に 進 め ， 薩 摩 川 内 市 の 入 来 麓 武 家 屋 敷 群 で は
文 献 研 究 の ほ か フ ィ ー ル ド ワ ー ク を 行 っ た 。
霧 島 国 際 音 楽 祭 ' の よ う に オ ー セ ン テ イ シ テ ィ の 獲 得 に 成 功 し た ケ ー ス も あ れ ば ， オ ー セ ン テ イ シ テ ィ
が あ っ た に も か か わ ら ず 人 口 減 少 に 伴 い オ ー セ ン テ ィ シ テ ィ を 喪 失 し た ケ ー ス も 存 在 す る 。 本 稿 で は ， 地
域 イ ベ ン ト が 鹿 児 島 の 経 済 ， 文 化 活 動 を い か に 支 え る の か ， そ の 可 能 性 に つ い て 報 告 し た い 。
本 稿 の 構 成 は 以 下 の と お り で あ る 。 「 1 は じ め に 」 で は 本 稿 の 目 的 を 明 ら か に し た 。 「 2 大 学 と 地 域
イ ベ ン ト の 関 わ り 方 」 で は ， 霧 島 国 際 音 楽 祭 と 鹿 児 島 国 際 大 学 を 事 例 に 考 察 を 行 っ た 。 「 3 大 学 生 と 地
域 イ ベ ン ト の 関 わ り 方 ｣ で は ， 入 来 麓 武 家 屋 敷 群 で の フ ィ ー ル ド ワ ー ク 及 び 大 学 生 か ら の 提 案 を 紹 介 す る 。
｢ 4 ま と め に か え て 」 で は 今 後 の 可 能 性 を 述 べ る 。 最 後 に 「 5 謝 辞 」 と し た 。
2 大 学 と 地 域 イ ベ ン ト の 関 わ り 方
① 霧 島 国 際 音 楽 祭 と 発 起 人 野 村 三 郎 氏
霧 島 国 際 音 楽 祭 は 1 9 8 0 年 に 始 ま っ た 夏 季 音 楽 祭 で あ る 。 提 唱 者 は ド イ ツ 人 ヴ ァ イ オ リ ニ ス ト の ゲ ル ハ ル
ト ． ボ ッ セ 氏 ， 鹿 児 島 短 期 大 学 教 員 の 野 村 三 郎 氏 ， 霧 島 国 際 音 楽 祭 鹿 児 島 友 の 会 現 会 長 で あ る 古 木 圭 介 氏
で あ っ た 。 ボ ッ セ 氏 の 音 楽 教 育 へ の 思 い ， 野 村 氏 の 出 身 地 鹿 児 島 の 文 化 レ ベ ル 向 上 へ の 思 い ， そ し て ， 音
楽 祭 の 文 化 的 魅 力 を 感 じ ， 鹿 児 島 の 経 済 を 支 え る 観 光 コ ン テ ン ツ と し て の 可 能 性 を 見 抜 い た 古 木 氏 の 先 見
性 に よ っ て ， 当 音 楽 祭 は 誕 生 し た の で あ る 。 そ の 後 ， 産 官 民 が そ れ ぞ れ に 役 割 を 果 た し な が ら ， 今 年 2 0 2 0
年 に 4 1 回 目 を 迎 え る ま で に 成 長 し た 。 成 長 の 過 程 と オ ー セ ン テ イ シ テ ィ の 獲 得 に つ い て は ， 拙 稿 ( 2 0 1 9 )
を 参 照 さ れ た い 。
1 9 6 7 年 （ 昭 和 4 2 年 )4 月 ， 鹿 児 島 短 期 大 学 が 創 設 さ れ た と き ， 野 村 氏 は 講 師 で ， 担 当 講 座 は 現 代 思 想 で
あ っ た 2 。 野 村 氏 は 1 9 3 3 年 に 鹿 児 島 県 に 誕 生 ， 鹿 児 島 県 立 鶴 丸 高 校 ， 早 稲 田 大 学 文 学 部 哲 学 科 に 進 学 ， 音
キ ー ワ ー ド ： オ ー セ ン テ イ シ テ ィ ， 歴 史 ， 地 域 活 性 化 ， 産 学 官 連 携
* 本 学 経 済 学 部 講 師
l 鹿 児 島 音 楽 祭 の オ ー セ ン テ イ シ テ ィ 獲 得 過 程 に つ い て は ， 定 藤 博 子 ( 2 0 1 9 )「 霧 島 国 際 音 楽 祭 の 誕 生 と 成 長 一 産 ・ 官 ・ 民 の 地 域
イ ベ ン ト へ の 参 加 一 」 『 地 域 総 合 研 究 」 第 4 6 巻 第 2 号 5 5 - 6 5 頁 を 参 照 さ れ た い 。
2 『 鹿 児 島 短 期 大 学 2 5 周 年 記 念 誌 」 5 7 頁 。
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地 域 総 合 研 究 第 4 7 巻 第 2 号 ( 2 0 2 0 年 ）
楽 社 会 学 を 専 攻 し ， 大 学 院 博 士 課 程 修 了 , 1 9 7 0 年 か ら ウ ィ ー ン 大 学 に 留 学 経 験 が あ る 。
② 津 曲 学 園 鹿 児 島 短 期 大 学 音 楽 科 設 立 の 経 緯
鹿 児 島 短 期 大 学 は 鹿 児 島 経 済 大 学 と 共 に 津 曲 学 園 の 下 に 置 か れ た 私 立 大 学 で あ る 。 鹿 児 島 経 済 大 学 の 前
身 は ， 昭 和 7 年 に 設 立 し た 鹿 児 島 高 等 商 業 学 校 だ が ， 昭 和 3 5 年 4 月 に 鹿 児 島 経 済 大 学 と な り ， そ の 後 ， 他 学
部 新 設 を 経 て ， 平 成 1 2 年 に 鹿 児 島 国 際 大 学 と な っ た 。 以 下 に 見 る 鹿 児 島 短 期 大 学 は ， 昭 和 4 2 年 に 開 設 後 ，
平 成 1 3 年 か ら 鹿 児 島 国 際 大 学 短 期 大 学 部 に な っ た が ， 平 成 2 6 年 短 期 大 学 部 は 廃 止 さ れ ， 鹿 児 島 国 際 大 学 に
統 合 さ れ た 。
鹿 児 島 短 期 大 学 が 設 立 さ れ た 昭 和 4 2 年 度 は 「 高 等 学 校 卒 業 生 の 急 増 に 伴 い 公 私 立 大 学 の 乱 立 が 予 想 さ れ
て い た の で ， 文 部 省 は 大 学 ・ 短 期 大 学 の 認 可 基 準 に 従 来 に 比 し て 極 め て 厳 重 な 条 件 を 附 加 す る こ と を 決 定
し て い た ｡ 」 （ 『 鹿 児 島 短 期 大 学 2 0 周 年 記 念 資 料 集 』 9 2 頁 よ り 引 用 ）よ っ て ， 鹿 児 島 短 期 大 学 の 設 立 の た め
に は ， 設 備 等 は も ち ろ ん ， 学 科 の ユ ニ ー ク さ や 教 員 の 拡 充 及 び 教 員 の 鹿 児 島 居 住 が 求 め ら れ た 3 ．
そ の よ う な 状 況 の 中 , 教 養 科 に 音 楽 科 の 併 設 が 決 定 さ れ た 。 こ の 決 定 に は 当 時 の 津 曲 貞 男 理 事 長 ( 以 下 ，
理 事 長 ） の 以 下 の 認 識 が 大 き な 影 響 を 及 ぼ し た よ う で あ る 。 ち な み に ， 津 曲 学 園 は 大 正 1 5 年 に 設 置 認 可 の
お り た 鹿 児 島 高 等 女 学 校 専 攻 科 を 持 っ て い た 歴 史 が あ る こ と か ら ， 短 期 女 子 大 学 に す る こ と は 既 定 し て い
た 。
南 九 州 に は 音 楽 科 を も っ た 女 子 の 短 期 大 学 が な い 。 鹿 児 島 は ま だ 音 楽 界 が 低 調 で 地 域 的 に も 音 楽 文 化
の 普 及 は 後 進 的 で あ る 。 音 楽 の 勉 学 を 希 望 す る 学 生 は 地 理 的 に も 経 済 的 に も 不 自 由 か つ 困 難 な 県 外 の
音 楽 大 学 を 受 験 せ ざ る を 得 な い 不 便 な 立 地 条 件 の も と に 置 か れ て い る 。 こ う し た 観 点 か ら 考 え れ ば ，
南 九 州 の 拠 点 で あ る 鹿 児 島 の 音 楽 文 化 を 向 上 発 展 き せ る た め の 尖 兵 と し て の 役 割 を 演 ず る 音 楽 専 門 の
学 科 を 併 設 す る こ と は 重 要 な 課 題 と 思 わ れ る 。 （ ｢ 鹿 児 島 短 期 大 学 2 0 周 年 記 念 資 料 集 』 9 3 頁 よ り 引 用 ）
そ こ で ， 4 1 年 3 月 に ， 理 事 長 ， 鹿 児 島 大 学 教 育 学 部 音 楽 科 主 任 教 授 を 定 年 退 職 し た 林 幸 光 氏 ， 鹿 児 島 経
済 大 学 の 専 任 講 師 （ 中 国 語 ） か つ 事 務 局 長 併 任 の 竹 之 内 安 巳 氏 が 津 曲 学 園 鹿 児 島 短 期 大 学 設 立 準 備 委 員 会
を 構 成 し た 。 ス タ ッ フ を 入 れ て も 5 名 で の 運 営 ス タ ー ト と な っ た 4 。
東 京 ， 文 部 省 と の 綿 密 な 連 絡 や 教 員 に つ い て の 情 報 収 集 を ， 鹿 児 島 の 教 員 や ス タ ッ フ が 行 う の は ， あ ま
り に も 非 効 率 的 と の 判 断 か ら ， 理 事 長 の 決 断 を 得 て ， 昭 和 4 1 年 6 月 1 日 付 で ， 野 村 三 郎 氏 が 津 曲 学 園 鹿 児 島
短 期 大 学 設 立 準 備 委 員 会 東 京 駐 在 員 に 着 任 し た 。 野 村 氏 は そ の 後 鹿 児 島 短 期 大 学 長 と な る 三 木 靖 氏 と 共
に ， 教 養 科 教 育 課 程 作 成 の 検 討 ， 原 案 作 り 等 を 行 っ た 5 ．
昭 和 4 2 年 ， 無 事 ， 鹿 児 島 短 期 大 学 は 開 設 さ れ た 。 学 生 定 員 が 教 養 科 8 0 人 ， 音 楽 科 4 0 人 と な っ て い る が ，
4 2 年 度 の 学 生 数 は 教 養 科 8 0 人 ， 音 楽 科 8 2 人 と 記 録 さ れ て い る 。 ち な み に ， 卒 業 生 は そ れ ぞ れ 7 8 人 ,8 1 で
あ る 。
慈 善 音 楽 会 は 昭 和 4 2 年 1 2 月 2 0 日 に 県 文 化 セ ン タ ー で 開 演 さ れ ， 毎 年 行 わ れ た 。 教 員 定 期 演 奏 会 は 昭 和 4 9
年 か ら 始 ま り ， 年 に 1 回 開 か れ た 。
教 育 と 演 奏 会 活 動 に よ り ， 当 時 の 理 事 長 の 言 葉 に あ っ た 「 鹿 児 島 の 音 楽 文 化 を 向 上 発 展 さ せ る 」 と い う
目 的 の 達 成 を 目 指 し た 。
現 在 で も ， 鹿 児 島 国 際 大 学 国 際 文 化 学 部 音 楽 学 科 は 年 間 を 通 し て 多 彩 な 演 奏 会 を 行 う ほ か ， 講 習 会 や 講
3 『 鹿 児 島 短 期 大 学 2 0 周 年 記 念 資 料 集 」 9 2 - 9 3 頁 。
4 『 鹿 児 島 短 期 大 学 2 0 周 年 記 念 資 料 集 』 9 2 - 9 4 頁 。 鹿 児 島 国 際 大 学 H P ( h t t p s : / / w w w . i u k . a c j p / )( 令 和 2 年 2 月 1 6 日 最 終 確 認 ) 。
5 『 鹿 児 島 短 期 大 学 2 0 周 年 記 念 資 料 集 」 9 7 頁 。
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オ ー セ ン テ ィ シ テ ィ と 地 域 イ ベ ン ト ー 鹿 児 島 を 事 例 に
座 を 開 き ， 鹿 児 島 だ け で な く ， 県 内 外 で イ ベ ン ト を 鹿 児 島 国 際 大 学 主 催 で 開 催 し て い る 。 ま た ， 鹿 児 島 国
際 音 楽 コ ン ク ー ル ， こ ど も ヴ ァ イ オ リ ン コ ン ク ー ル を 主 催 し ， 参 加 者 の 技 術 の 向 上 や 音 楽 文 化 の 普 及 に 寄
与 す る こ と を 目 指 し て い る 。
③ 大 学 に 求 め ら れ る 役 割 高 度 で 専 門 的 な 職 業 能 力 を 有 す る 人 材 の 提 供
鹿 児 島 短 期 大 学 音 楽 科 が 設 立 さ れ て か ら 1 3 年 後 ,1 9 8 0 年 に 第 1 回 霧 島 国 際 音 楽 祭 が 開 か れ た 。 野 村 氏 が
当 時 を 振 り 返 っ た 文 章 を 読 ん で も ， 鹿 児 島 短 期 大 学 に つ い て は 書 か れ て い な い 。 当 時 の 学 内 資 料 を 探 し て
み た が ， 1 9 9 3 年 の 8 . 6 水 害 で ， 多 く の 資 料 が 泥 を か ぶ り ， 処 分 を 余 儀 な く さ れ た そ う で あ る 。 よ っ て ， 一
次 資 料 の 収 集 は 断 念 せ ざ る を 得 ず ， 鹿 児 島 短 期 大 学 と 野 村 氏 と 霧 島 国 際 音 楽 祭 の 関 係 に つ い て は ， 今 後 の
課 題 と し た い 。
上 記 の 関 係 性 は 見 い だ せ な い も の の ， 霧 島 国 際 音 楽 祭 と 鹿 児 島 国 際 大 学 の 関 係 は ， 講 師 の 雇 用 に よ っ て
つ な が っ て い る 。 野 村 氏 の 存 在 自 体 が そ う で あ る 。 ま た ， 例 え ば ， 鹿 児 島 短 期 大 学 音 楽 科 を 引 き 継 ぐ 鹿 児
島 国 際 大 学 国 際 文 化 学 部 音 楽 学 科 の ウ ー ヴ ェ ・ ハ イ ル マ ン 教 授 は 霧 島 国 際 音 楽 祭 マ ス タ ー ク ラ ス の 講 師 を
務 め た こ と も あ る 。 2 0 1 9 年 に は 同 学 科 の 伊 藤 綾 准 教 授 が 霧 島 国 際 音 楽 祭 の プ レ セ ミ ナ ー 講 師 を 務 め た 。
こ の よ う に 見 る と ， 大 学 に 求 め ら れ た 役 割 は 高 度 で 専 門 的 な 音 楽 の 知 識 や 演 奏 方 法 を 持 つ 人 材 の 提 供 で
あ っ た 。 野 村 氏 の 持 つ 音 楽 の 知 識 ， ウ ィ ー ン 留 学 で の 経 験 ， 東 京 で の 音 楽 関 係 者 の 人 脈 が ， そ し て 郷 土 愛
が 霧 島 国 際 音 楽 祭 を 誕 生 き せ た 。 そ の 後 ， ハ イ ル マ ン 教 授 や 伊 藤 綾 准 教 授 が そ の 専 門 性 か ら 講 師 と し て 霧
島 国 際 音 楽 祭 に 参 加 し た 。
大 学 は た だ 若 者 や 教 員 が い る 場 で は な い 。 社 会 か ら 大 学 に 期 待 さ れ ， か つ 応 じ る べ き 役 割 は ， こ の よ う
な 学 術 的 専 門 性 が 高 く ， 専 門 的 な 知 識 や ， よ り 高 度 な 論 理 的 思 考 力 の 向 上 の た め の 教 育 能 力 を 持 つ 研 究 者
の 提 供 や そ の ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 で は な い だ ろ う か 。
S 大 学 生 と 地 域 イ ベ ン ト の 関 わ ﾚ ﾉ 方
① 入 来 麓 武 家 屋 敷 群 で の フ ィ ー ル ド ワ ー ク
本 研 究 テ ー マ に 沿 っ て ， 定 藤 ゼ ミ で は 2 0 1 8 年 度 よ り 2 年 間 入 来 麓
武 家 屋 敷 群 に て フ ィ ー ル ド ワ ー ク を 行 っ た 。 そ の 成 果 の 一 部 は 2 0 1 9
年 7 月 開 催 の 研 究 会 で 披 露 し ， 「 2 0 1 9 年 度 第 1 回 研 究 会 「 記 憶 と 記 録
と （ 地 元 学 の 視 点 か ら ) ｣ 6 に ま と め た 。
入 来 麓 武 家 屋 敷 群 は 鹿 児 島 県 薩 摩 川 内 市 入 来 町 に あ る 。 麓 と は 武
家 屋 敷 群 が あ っ た と こ ろ で あ る 。 麓 の 特 徴 は 川 と 山 に 挟 ま れ た 中 に
武 家 屋 敷 が あ る こ と で あ る 。 入 来 麓 の 場 合 は ， 清 色 川 と 清 色 城 跡 の
あ る 山 城 に ， 御 仮 屋 や 武 家 屋 敷 が 囲 ま れ て お り ， ま さ に 麓 に 特 徴 的
な 配 置 と い え る 。 2 0 0 3 年 に 入 来 麓 武 家 屋 敷 群 は 重 要 伝 統 的 建 造 物 群
保 存 地 区 （ 以 下 ， 伝 建 地 区 ） に 認 定 さ れ ， 2 0 1 9 年 に は 日 本 遺 産 に 認
定 さ れ た 。
こ こ で は ， 伝 建 地 区 の 景 観 を 生 か し な が ら ， 旧 増 田 邸 と い う 武 家
屋 敷 を 中 心 に ， 年 間 を 通 し て 様 々 な イ ベ ン ト が 行 わ れ る 。 ま た ， 小
学 生 に よ る 観 光 ガ イ ド や 児 童 ク ラ ブ の 活 動 を 通 し て ， 次 世 代 に 入 来
写 真 1 サ ム ラ イ ツ ー リ ズ ム 体 験
筆 者 撮 影
6 定 藤 博 子 ( 2 0 1 9 )｢ 2 0 1 9 年 度 第 1 回 研 究 会 「 記 憶 と 記 録 と （ 地 元 学 の 視 点 か ら ) 」『 地 域 総 合 研 究 』 第 4 7 巻 第 1 号 6 7 - 7 2 頁 。
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総 人 口 は 1 9 8 5 年 を ピ ー ク に 減 少 し て い る が ,2 0 2 0 年 時 点 で 生 産 年 齢 人 口 は わ ず か で あ る が ， 増 加 が み ら
れ る 。 こ れ に は ， 薩 摩 川 内 原 発 の 影 響 も あ ろ う 。
入 来 麓 武 家 屋 敷 群 で の フ ィ ー ル ド ワ ー ク の 目 的 は ， オ ー セ ン テ イ シ テ ィ が あ っ た は ず の イ ベ ン ト （ 年 中
行 事 ） が 人 口 減 少 の 中 で ど の よ う な 変 化 を 遂 げ て い る の か を 調 査 す る た め で あ る 。 定 藤 ゼ ミ で は ， こ の 調
査 の た め , 2 0 1 8 年 度 は 入 来 麓 武 家 屋 敷 群 で の 活 性 化 に つ い て の 取 組 を 調 査 し ,2 0 1 9 年 度 に 取 り 組 む 課 題 を
設 定 し た 。 そ し て ， 2 0 1 9 年 3 月 か ら は ,1 年 間 さ ま ざ ま な イ ベ ン ト に 参 加 し ， 運 営 方 法 に つ い て 調 査 し た 。
こ の 調 査 の 傍 ら ， 地 元 の 方 と の 話 の 中 で ， 学 生 主 体 の 入 来 麓 武 家 屋 敷 群 活 性 案 提 案 の 要 請 が あ り ， 上 記
調 査 の 傍 ら ， 学 生 自 身 の 提 案 を 作 成 し た 。
② イ ベ ン ト の 変 容 の 調 査
参 加 し た イ ベ ン ト は ， 1 ， か え ん そ や （ ひ な 祭 り ） ， 2 ， 梅 日 和 （ 梅 狩 り ) ， 3 ， て つ さ （ 手 戦 ) ， 4 ，
す す 払 い （ 年 末 の 大 掃 除 ） と 餅 つ き で あ る 。
調 査 1 か え ん そ や （ ひ な 祭 り ）
ひ な 祭 り に は ， 各 家 庭 で 五 段 の ひ な 人 形 を 飾 る 風 習 が あ っ た が , 高 齢 者 家 庭 で は 体 力 的 に 難 し か っ た り ，
女 児 が い な い 場 合 に は 飾 る 理 由 が な か っ た り す る 。 こ れ に よ り ， ひ な 祭 り の 風 習 の 存 続 が 難 し い 場 合 も
あ っ た 。
そ こ で ， 現 在 で は ひ な 祭 り の 時 期 に ， 旧 増 田 家 住 宅 で 4 ， 5 セ ッ ト の ひ な 人 形 を 一 堂 に 飾 り ， 一 般 の 観
光 客 が 見 ら れ る よ う に 開 放 し て い る 。 ま た ， 「 か え ん そ や 」 や 女 性 に 対 し て 着 物 の レ ン タ ル と 着 付 け を 行
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い ， ひ な 祭 り の 雰 囲 気 を 盛 り 上 げ て い る 。 「 か え ん そ や 」 と は ， 着 物 で 着 飾 っ た 女 児 た ち が 「 か え ん そ や 」
と 言 い な が ら ， 重 箱 に 入 っ た お 菓 子 を 交 換 す る と い う 行 事 で あ る 。 「 か え ん そ や 」 は 「 替 え ま し ょ う 」 「 交
換 し ま し ょ う 」 の 意 味 で あ る 。 旧 増 田 家 住 宅 で 行 わ れ る の で ， 武 家 屋 敷 を 背 景 に し た 華 や か な イ ベ ン ト に
な っ て い る 。
調 査 2 梅 日 和 （ 梅 狩 り ）
梅 日 和 ， 梅 仕 事 な ど ， 言 い 方 は さ ま ざ ま に あ る が ， 梅 の 実 が 熟 す 頃 に ， 梅 を 洗 い ， あ < を 抜 き ， へ 夕 を
取 り ， 梅 干 し や 梅 酒 に す る 作 業 は 各 家 庭 で 行 わ れ て き た 。
入 来 麓 武 家 屋 敷 群 に は 神 社 の 他 ， 個 人 宅 に 梅 の 木 が あ る こ と が 少 な く な い 。 し か し 近 年 で は ， こ の 梅 を
ち ぎ る 作 業 が 高 齢 者 に と っ て 負 担 と な っ て い た 。 し か し ， 梅 の 実 を ち ぎ ら ず に 放 っ て お け ば ， 熟 し て ， 地
面 や 道 路 に 落 下 し ， そ れ が 道 を 汚 す 原 因 と な っ て い た 。
そ こ で 「 梅 日 和 」 と 称 し て ， 梅 狩 り と 梅 干 づ く り の 体 験 が で き る イ ベ ン ト が 実 行 き れ て い る 。 梅 の 木 を
ゆ す っ て 梅 の 実 を 落 と し ， そ れ を 拾 っ た り ， す で に 集 め ら れ 水 に さ ら さ れ た 梅 の 実 で 梅 干 づ く り を す る な
ど ， 子 ど も か ら 大 人 ま で 楽 し め る よ う 工 夫 さ れ て い た 。
調 査 3 て っ さ （ 手 戦 ）
5 0 年 ほ ど 前 ま で は ， お 盆 の 3 日 間 ， 麓 の 2 , 3 歳 か ら 2 0 歳 く ら い ま で の 少 年 た ち が 夜 通 し 鬼 ご っ こ を す る 遊
て が た な
び が あ っ た 。 麓 の 神 社 や 墓 場 ， 民 家 ， 川 を 舞 台 に 行 わ れ た 。 少 年 た ち は ， 2 組 に 分 か れ ， 手 刀 で 切 ら れ た
ら 負 け に な る 。
い つ の 頃 か ら か 行 わ れ な く な っ た が ， 現 在 ， 入 来 麓 の 方 々 が そ の 再 興 に 取 り 組 ん で い る 。 た だ ， 安 全 面
や 性 差 別 へ の 配 慮 か ら ， 夏 休 み 期 間 中 に 1 日 て つ さ （ 手 戦 ） を す る 日 を 設 け ， 児 童 ク ラ ブ 等 に 所 属 す る 子
ど も た ち が 参 加 す る 。 熱 中 症 対 策 と し て ， で き る だ け 気 温 の 低 い 午 前 中 に 行 わ れ る 。
例 年 は ， 入 来 麓 の 高 齢 者 の 方 々 と 児 童 ク ラ ブ の メ ン バ ー で 行 わ れ て い た 。 2 0 1 9 年 度 は そ こ に 大 学 生 が 入
る こ と で ， 子 ど も た ち も い つ も に 増 し て 本 気 で て っ さ （ 手 戦 ） を 行 っ た よ う で あ る 。 ま た ， 高 齢 者 の 方 々
も ， 飛 び 跳 ね た り 走 っ た り す る な ど ， 大 学 生 と 共 に 楽 し ん で い ら し た と 聞 い て い る 。
調 査 4 す す 払 い と 餅 つ き
伝 統 的 な 茅 葺 屋 根 の 掃 除 方 法 は ， 長 い 竹 の 生 木 を は た き の 代 わ り に 使 い ， 梁 や 天 井 に た ま っ た す す を 掃
う 。 落 ち て き た す す や ほ こ り は ほ う き で 掃 き ， 処 分 す る 。
入 来 麓 の 家 々 は ， 瓦 屋 根 が 多 い 。 ま た ， さ ま ざ ま な 掃 除 道 具 が あ る た め ， こ の 方 法 を 利 用 す る メ リ ッ ト
は 少 な い 。 し か し な が ら ， 伝 統 的 な 家 屋 を モ デ ル に ， 伝 統 的 な 掃 除 方 法 を 体 験 す る の は ， 文 章 で 読 む 以 上
に ， 家 の 構 造 の 理 解 の 助 け に な っ た 。
す す 払 い と 餅 つ き の 間 に は ， 地 元 の 方 々 に よ る 人 形 芝 居 や し め 縄 作 り が 披 露 さ れ た 。 人 形 芝 居 を す る
方 々 は ， 入 来 麓 で の 楽 し い 思 い 出 を 一 つ で も 増 や し ， そ れ が 入 来 麓 の 魅 力 に な る こ と を 目 指 し て い ら っ
し ゃ っ た 。 一 方 ， し め 縄 は 藁 か ら 素 手 で 作 ら れ て い た が ， そ の 技 術 は も う 引 き 継 が れ て い な い と い う 。
以 上 の よ う に ， 伝 統 的 な 季 節 の 行 事 を 各 家 庭 で 行 う こ と が 難 し く な っ て い る 状 況 に お い て ， そ れ を 担 う
組 織 が , 伝 建 地 区 保 存 会 や 児 童 ク ラ ブ と い っ た 地 縁 集 団 で あ る 。 入 来 麓 の 場 合 , 宗 教 的 祭 祀 に は 関 わ ら ず ，
あ る 一 定 の 人 数 を 組 織 化 し ， 伝 統 行 事 を マ ネ ジ メ ン ト し な が ら ， 社 会 的 課 題 の 解 決 に つ な が る と 同 時 に 関
連 人 口 の 増 加 に も 役 立 つ よ う な イ ベ ン ト を 企 画 ・ 運 営 し て い る 。
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③ 学 生 に よ る 企 画 案
入 来 麓 の 伝 建 地 区 保 存 会 会 長 の 長 坂 正 雄 氏 と 話 す 中 で ， 学 生 自 身 も 上 記 の よ う な 企 画 ・ 運 営 に 興 味 を 持
ち ， 企 画 案 の 作 成 を 行 っ た 。
学 生 た ち か ら 見 た 入 来 麓 の 魅 力 は ， 武 家 屋 敷 で は な く ， 山 城 で あ っ た 。 そ の 理 由 は ， 武 家 屋 敷 群 と い う
言 葉 の イ メ ー ジ ほ ど 武 家 屋 敷 が 残 っ て い る よ う に 見 え な い ， と い う こ と で あ っ た 。 た し か に ， 中 世 か ら 存
続 す る 麓 で あ る 入 来 麓 は ， そ れ よ り 新 し い 時 代 の 知 覧 武 家 屋 敷 群 ほ ど 武 家 屋 敷 が ま と ま っ て 存 在 し て い な
い 。 立 派 な 武 家 門 は 存 在 す る の で ， そ こ は フ ォ ト ジ ェ ニ ッ ク で あ る が ， 麓 全 体 と し て は 空 き 家 や 更 地 も あ
る 。 よ く 見 れ ば ， 石 垣 が 入 来 麓 武 家 屋 敷 群 の 魅 力 に な る の だ が ， 一 見 し た だ け で は そ の 魅 力 は わ か り に く
い ○
こ の よ う な 気 付 き を 得 た 後 に ， 学 生 た ち が 注 目 し た 場 所 が 山 城 で あ っ た 。 山 城 と い っ て も 城 は な く ， 山
城 跡 と い う 方 が 正 確 で あ る 。 （ 習 慣 的 に 山 城 と 呼 ば れ る ｡ ） 切 り 立 っ た 空 堀 跡 か ら 始 ま る こ の 山 城 は ， 敵 の
侵 入 を 防 ぐ た め ， わ ざ と 入 り 組 ん だ 進 み に く い 作 り に な っ て い る 。 安 全 の た め の ロ ー プ は 張 ら れ て い る が ，
張 り 巡 ら さ れ て い る わ け で も な い 。 大 学 生 が 見 て ， 深 く も 高 く も な い 山 城 跡 で あ る の で ， 基 本 的 に 自 己 責
任 で 解 決 で き る 規 模 で あ る よ う に 思 わ れ る 。
定 藤 ゼ ミ 1 期 生 （ 3 年 生 ） の 学 生 た ち は こ の 山 城 の 活 用 案 を 以 下 の 通 り 提 案 し た 。
現 状 と 課 題 ： 山 城 の 魅 力 は ， 入 り や す い 点 ， 舗 装 が あ ま り さ れ て お ら ず 自 然 を 感 じ ら れ る 点 で あ る 。 特
に 史 跡 を つ な ぐ 道 が 魅 力 的 で あ る が ， 現 状 で は ， 歴 史 的 価 値 が 分 か り に く い 。
解 決 策 ： 山 城 を 子 供 の 教 育 の 場 と し ， 自 然 を 通 し て ， 歴 史 を 学 ぶ き っ か け 作 り の 場 所 に す る 。 人 間 の 成
長 に と っ て ， 幼 少 期 の 体 験 は 重 要 で あ る と 考 え ら れ る 。 特 に ， 自 然 の 中 に い る と 楽 し さ ， 危 険 な ど ， さ ま
ざ ま な こ と に 意 識 を む け る た め ， 自 分 の 好 き な も の を 見 つ け る 感 性 を 養 う こ と が で き る 。 小 さ い 頃 遊 ん だ
思 い 出 は 覚 え て い る も の で あ り ， 子 供 の 頃 に 気 が つ か な か っ た 事 を 大 き く な っ て 知 っ た 時 に 故 郷 を 誇 り に
思 え る よ う に な る こ と を 期 待 す る 。
1 期 生 に 対 し ， 2 期 生 は 入 来 麓 に 行 っ た 回 数 も 少 な く , 1 期 生 ほ ど 入 来 麓 の 方 々 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を
と る 機 会 が な か っ た 。 し か し ， 入 来 麓 の 観 光 案 内 所 等 で 売 る 特 産 品 と し て ， 2 期 生 の 活 動 か ら ， 入 来 麓 の
特 産 物 と な る キ ャ ン ド ル を 提 案 し た い 。
現 状 と 課 題 ： 入 来 麓 の お 土 産 な ど ， 入 来 麓 で 消 費 活 動 を す る こ と が な か っ た 。
解 決 策 ： 入 来 麓 の 魅 力 が わ か る よ う な キ ャ ン ド ル を 作 り ， 販 売 す る 。 例 え ば ， 薩 摩 川 内 市 の 養 蜂 農 家 で
作 ら れ た 蜜 蝋 と 市 の 名 産 の 柑 橘 類 や 植 物 を 使 っ た キ ャ ン ド ル で あ る 。 観 光 案 内 所 に 置 く だ け で な く , S N S
で も 発 信 す る 。 こ れ に よ り ， 商 品 を 通 し て ， 入 来 麓 武 家 屋 敷 群 の 魅 力 を 知 っ て も ら う 。 ま た ， 鹿 児 島 市 内
で の マ ル シ ェ 等 で の 販 売 を 通 し て ， 入 来 麓 の 魅 力 を 伝 え る 。
醤
壷 蕊
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蕊
登 率 嬢
盛 鑑
写 真 2 歴 史 と 風 土 を 生 か し た キ ャ ン ド ル
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4 ま と め に か え て
以 上 ， 2 年 間 に わ た り ， オ ー セ ン テ イ シ テ ィ を 中 心 に イ ベ ン ト の あ り 方 に つ い て ， 研 究 を 行 っ た 。
昨 年 の 論 文 で は ， 霧 島 国 際 音 楽 祭 の オ ー セ ン テ イ シ テ ィ の 獲 得 に つ い て 明 ら か に し た 。 オ ー セ ン テ イ シ
テ ィ が な か っ た ク ラ シ ッ ク 音 楽 の 音 楽 祭 が ， 産 官 民 の 開 催 へ の 望 み と 協 力 に よ り ， オ ー セ ン テ イ シ テ イ が
確 立 さ れ ， 4 0 年 以 上 も 発 展 し な が ら 継 続 す る イ ベ ン ト と な っ た の で あ る 。
本 年 は ， そ こ に 学 ， す な わ ち 大 学 が ど の よ う に 関 わ っ た の か を 明 ら か に し た か っ た が ， 資 料 的 制 約 か ら ，
そ れ に は 至 ら な か っ た 。 た だ ， 大 学 と 地 域 が ど の よ う に 関 わ っ た の か の 事 例 を い く つ か 明 ら か に す る こ と
が で き た 。 こ れ に よ る と ， 学 術 的 専 門 性 が 高 く ， 専 門 的 な 知 識 や よ り 高 度 な 論 理 的 思 考 力 の 向 上 の た め の
教 育 能 力 を 持 つ 研 究 者 の 提 供 が ， 大 学 に 期 待 さ れ て い た こ と が 判 明 し た 。
霧 島 国 際 音 楽 祭 に つ い て は ， 今 後 ， 鹿 児 島 県 民 の 文 化 水 準 の 向 上 だ け で な く ， 当 初 の 目 的 に 立 ち 戻 り ，
鹿 児 島 の 観 光 資 源 と す べ く ， 今 後 の 展 開 が 期 待 さ れ る 。
オ ー セ ン テ イ シ テ ィ の 獲 得 に 対 し ， 喪 失 事 例 と し て 入 来 麓 武 家 屋 敷 群 の 調 査 を 進 め た 。 こ ち ら も 資 料 的
制 約 が あ り ， 文 献 調 査 等 に は 至 ら な か っ た 。
し か し ， フ ィ ー ル ド ワ ー ク で の 調 査 か ら は ， オ ー セ ン テ イ シ テ ィ が 認 め ら れ る 年 中 行 事 は ， 実 行 者 が 家
庭 か ら 地 縁 集 団 と い う 組 織 に 替 わ り な が ら 続 け ら れ て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 ま た ， 一 度 行 わ れ な
く な っ た 行 事 で も ， 記 憶 や 記 録 で 残 さ れ て い れ ば ， 様 式 や ル ー ル を 変 え て ， 再 度 行 わ れ る よ う に な る 事 例
も 確 認 さ れ た 。
学 生 の 活 性 化 案 も ， 歴 史 や 風 土 に 根 差 し た も の ， も し く は そ れ ら を 新 し い 視 点 や 方 法 で 活 用 す る 案 で
あ っ た 。 つ ま り ， 歴 史 や 風 土 の 魅 力 は 失 わ れ る ど こ ろ か ， 再 度 発 見 さ れ ， さ ら に 発 信 さ れ る 可 能 性 さ え 含
ん で い る の で あ る 。
2 年 間 ， 霧 島 音 楽 祭 研 究 や 学 生 と の フ ィ ー ル ド ワ ー ク を 通 し て ， 学 生 や 市 民 が 歴 史 を ど の よ う に と ら え ，
そ れ を ど の よ う に 利 用 す る の か ， そ の 過 程 で ， ど の よ う に 記 憶 と 記 録 が つ く ら れ る の か ， に つ い て 考 察 を
深 め る こ と が で き た 。
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